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1. はじめに 

テキストマイニングにおけるキーワード抽出の精度向

上を目的とし, 品詞結合規則と外部辞書データを用いて, 
形態素解析器の出力結果から複合名詞を抽出する手法を

提案する. 複合名詞は 2 つ以上の形態素から構成される名
詞であり, 全ての複合名詞を解析用の辞書データにあらか
じめ記述しておくことはできない. 複合語となる際のパタ
ーンを単語ごとに作成しておく手法も, パターン数の大き
さから考えると現実的でない. また, 品詞ごとの結合規則
をシソーラスから生成して複合名詞を抽出する手法[1]が
あるが, 形態素解析によって適切な品詞が付与されるとは
限らず, 抽出結果が形態素解析の精度に依存する. 
提案手法では, 経験則により作成した品詞結合規則によ
って特定の形態素どうしを結合させて形態素シーケンス

(複合名詞候補)を作成した後, 外部辞書データの見出し情
報から学習した文字列ごとの複合名詞らしさのスコアを

用いて, 形態素シーケンスの中から複合名詞を判定する. 
提案手法により, 事前に複合名詞リストや詳細なルールを
記述することなく, 複合名詞を抽出することができる. 形
態素解析ツールとして茶筌を, 外部辞書データとして日本
語語彙大系[2],Wikipedia日本語版を用いる.  

2. 提案手法 

対象テキスト中に形態素解析器の辞書データに存在し

ない語が出現した場合, 形態素解析によって正しい形態素
区切りや品詞情報が付与されない. そのため, 形態素解析
結果を用いた複合名詞抽出を下記の２段階により行う.  

① 品詞結合規則による形態素シーケンスの作成 

② 文字列スコアによる複合名詞の判定 

人手で作成した品詞結合規則によって, 複合名詞の候補
となる形態素シーケンスを作成し(①), 外部辞書データか
ら学習した文字列ごとの複合名詞らしさのスコアにより, 
形態素シーケンスから複合名詞を判定する(②).  

2.1. 品詞結合規則による形態素シーケンスの作成 

対象のテキストデータに対して形態素解析処理を行い, 
分割された各形態素に付与される品詞情報を利用して形

態素シーケンスを作成し, 複合名詞の候補とする. 形態素
解析結果に対し, 名詞または未知語と判定された形態素が
2 つ以上連続で出現した箇所について, 茶筌の出力する品
詞下位分類(IPA 品詞体系[3])に基づき, 経験則により設定

した品詞結合規則(表 1)と照合して, 形態素の連結ないし非
連結を決定し, 形態素シーケンスを生成する(図 1).  

2.2. 文字列スコアを用いた複合名詞判定 

2.1で作成した形態素シーケンスは, 形態素解析器の品詞
情報のみに依存するため, そのまま複合名詞と判定するに
は問題がある. 例えば ”前回充電池を交換したときには” と
いうテキストを形態素解析した結果に品詞結合規則を適

用した場合, 形態素シーケンスとして[前回 / 充電 / 池]が得
られる. ”前回充電池”を複合名詞と判定し, キーワードとし
て利用するのは適当でなく, ”充電池”のみを複合名詞とし
て用いるのが望ましいといえる. ”前回”という形態素は複
合名詞候補から取り除く、というように語ごとに詳細な

ルールを設定することも考えられるが, 膨大にある単語に
対して人手でルールを付与するのはコストが大きい.  † 大日本印刷株式会社 情報コミュニケーション研究開

発センター ユビキタスメディア研究所 

表1 品詞結合規則 

規則 品詞

○ 名詞-一般
○ 名詞-固有名詞-一般
○ 名詞-固有名詞-人名-一般
○ 名詞-固有名詞-人名-姓
○ 名詞-固有名詞-人名-名
○ 名詞-固有名詞-組織
○ 名詞-固有名詞-地域-一般
○ 名詞-固有名詞-地域-国
× 名詞-代名詞-一般
× 名詞-代名詞-縮約
× 名詞-副詞可能
○ 名詞-サ変接続
○ 名詞-形容動詞語幹
× 名詞-ナイ形容詞語幹
○ 名詞-数
○ 名詞-非自立-一般

規則 品詞

× 名詞-非自立-副詞可能
× 名詞-非自立-助動詞語幹
× 名詞-非自立-形容動詞語幹
× 名詞-特殊-助動詞語幹
○ 名詞-接尾-一般
○ 名詞-接尾-人名
○ 名詞-接尾-地域
○ 名詞-接尾-サ変接続
× 名詞-接尾-助動詞語幹
○ 名詞-接尾-形容動詞語幹
× 名詞-接尾-副詞可能
○ 名詞-接尾-助数詞
○ 名詞-接尾-特殊
× 名詞-接続詞的
× 名詞-動詞非自立的
○ 未知語  

出現形　　　　 読み 基本形　　　　 品詞

形態素解析結果

最近 サイキン 最近 名詞-副詞可能
寝不足 ネブソク 寝不足 名詞-サ変接続
気味 ギミ 気味 名詞-接尾-一般
です デス です 助動詞
。 。 。 記号-句点

寝不足 ネブソク 寝不足 名詞-サ変接続
気味 ギミ 気味 名詞-接尾-一般

形態素シーケンス（複合名詞候補）

名詞 or 未知語の２つ以上の連続で
品詞結合規則を満たすものを抽出

 
図1 形態素シーケンスの作成 
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2.2.1. 文字列スコアの算出 
提案手法では, ”前回”という文字列は複合名詞の先頭文
字列として不適である確率が大きいということを示す文

字列ごとのスコアを外部辞書データの見出しから統計的

に算出する. 見出し情報は, Wikipdeia の場合は記事の内容
が一目で分かるように付けられた題名であり, 日本語語彙
大系の場合は一般名詞・固有名詞である（本手法では”用
言データ”は用いない）. 見出し文字列の先頭, 末尾を起点
として各 N-gramの出現頻度を求め, 各 N-gramが見出し文
字列の先頭に出現する頻度情報から前方スコアを, 末尾に
出現する頻度情報から後方スコアを算出する. 頻度情報か
らスコアを算出する際には頻度の偏差値を用いる（図 2）.  
 

2. 2. 2.  複合名詞の判定 
2.1.で作成した形態素シーケンスから, 2.2.1.で算出した
文字列スコアによって複合名詞を判定処理を行う. 前方/後
方スコアについて, それぞれ結合しきい値を設定し, 形態
素シーケンス中の先頭の形態素の前方スコア, 末尾の形態
素の後方スコアとしきい値との大小関係を調べる. 先頭の
形態素の前方スコアと末尾の形態素の後方スコアが結合

しきい値より大きかった場合は, 形態素シーケンス全体を
複合名詞として判定し処理を終了する. また, 先頭の形態
素の前方スコアまたは末尾の形態素の後方スコアが, 結合
しきい値よりも小さい場合, 当該の形態素を形態素シーケ
ンスから削除する. 複合名詞が判定されるか, 形態素シー
ケンスの形態素数が１になるまで, 上記の処理を再帰的に
実行する（図 3）. 

3. 評価実験 
提案手法の有効性を確認するために Wikipedia の本文デ
ータを用いて複合名詞の抽出実験を行った. 品詞結合規則
のみによる抽出手法(従来手法)と, 品詞結合規則と文字列
スコアを用いた抽出手法（提案手法）での抽出結果の差

の例を示す. とくに, 形態素シーケンス末尾に”付近(名詞-
一般)”や”主催(名詞-サ変接続)”といった, キーワードの一
部として不要なものが出現する場合に, これらの語を正し
く分割できていることがわかった. 一方, ”総理府(名詞-固

有名詞-組織)”という, キーワードの先頭として適当なもの
であっても, 外部辞書データの見出しでの出現頻度が少な
い語については, 誤った分割が発生することがわかった.  

（従来手法）日本商工会議所主催 
（提案手法）日本商工会議所  /  主催 

（従来手法）大津インター付近 
（提案手法）大津インター  /  付近 

（従来手法）総理府男女共同参画室長 
（提案手法）総理府  /  男女共同参画室長 
 
本手法では, 文字列に対するスコア算出を, 辞書見出し
における出現頻度のみで行っているため, 辞書見出しに登
場しない固有名詞について, 適切なスコア付与ができず, 
複合名詞判定の際に誤った分割が発生している.名詞の種
類（一般, サ変, 固有名詞など）によって, 判定の際にスコ
アのしきい値を変更するなどの対策を行うことで, 精度を
向上していきたい.  

4. まとめ 
外部辞書データの見出し情報を用いて, 形態素解析器の
出力結果から複合名詞を抽出する手法を提案した. 今後, 
詳細な性能評価実験を行うとともに,品詞ごとの文字スコ
アしきい値の設定, 辞書見出しの内部構造を考慮したスコ
ア算出について研究を進める.  
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文字列が辞書見出しの先頭に出現する頻度

ポケモンスタジアム2
ポケモンミュースカイ
ポケモンゲットだぜ!
ポケモンスタジアム
ポケモンシンフォニックメドレー

2001年バレーボール男子南米選手権

サンパウロ州選手権
2005年の世界ラリー選手権

第47回世界卓球選手権
1884年ウィンブルドン選手権

文字列が辞書見出しの末尾に出現する頻度

辞書見出しデータ

ポケモンスタジアム2
ポケモンミュースカイ
ポケモンゲットだぜ!
ポケモンスタジアム
ポケモンシンフォニックメドレー
2001年バレーボール男子南米選手権

サンパウロ州選手権
2005年の世界ラリー選手権
第47回世界卓球選手権
1884年ウィンブルドン選手権

ポケ　 　　72.45      34.20
ポケモ　 　72.45      34.20
ポケモン　 72.45      34.20
選手権　　 36.86      188.03
・・・

文字列　　　　前方スコア　　　後方スコア

ポケ　　　 5        0
ポケモ　　 5　 0
ポケモン　 5        0
選手権　　 0        5
・・・

文字列　　前方頻度　　後方頻度

偏差値を算出

前方/後方 スコア

前方/後方 頻度データ

図 2 外部辞書データからのスコア生成 

前回　　ゼンカイ　　前回　　　名詞-一般

充電　　ジュウデン　充電　　　名詞-サ変接続

池　　　イケ　　　　池　　　　名詞-一般

先頭

末尾

前方スコア = 41.65

後方スコア = 150.93

しきい値より小

しきい値より大

充電　　ジュウデン　充電　　　名詞-サ変接続

池　　　イケ　　　　池　　　　名詞-一般

先頭

末尾

前方スコア = 55.17

後方スコア = 150.93

しきい値より大

しきい値より大

前回　　ゼンカイ　　前回　　　名詞-一般

スコアがしきい値より小さい形態素を削除

充電池複合名詞

※ しきい値: 50に設定

先頭、末尾ともにスコアがしきい値より大きいので結合

充電　　ジュウデン　充電　　　名詞-サ変接続

池　　　イケ　　　　池　　　　名詞-一般
＋

図 3 形態素シーケンスからの複合名詞判定 
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